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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 76,054 14.0 6,628 27.3 6,507 36.8 4,259 35.4

29年3月期第2四半期 66,735 △15.4 5,208 △16.0 4,757 △23.2 3,146 △20.2

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　4,673百万円 （221.9％） 29年3月期第2四半期　　1,451百万円 （△36.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 132.21 ―

29年3月期第2四半期 97.59 ―

　平成29年10月１日を効力発生日として、５株を１株とする株式併合を実施しております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮
定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 198,502 127,016 63.3

29年3月期 183,444 123,143 66.7

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 125,747百万円 29年3月期 122,329百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 5.00 ― 7.50 12.50

30年3月期 ― 6.70

30年3月期（予想） ― 29.00 ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

　平成29年10月１日を効力発生日として、５株を１株とする株式併合を実施しております。これに伴い、平成30年３月期(予想)の１株当たり期末配当金につきまし
ては、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「―」として記載しております。詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する
説明、その他特記事項」をご覧ください。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 150,000 8.2 11,800 1.0 11,800 0.5 7,800 0.2 242.10

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　平成29年10月１日を効力発生日として、５株を１株とする株式併合を実施しております。これに伴い、当連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮
定し、１株当たり当期純利益を算定しております。詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 33,424,807 株 29年3月期 33,424,807 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 1,207,725 株 29年3月期 1,205,652 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 32,218,393 株 29年3月期2Q 32,239,498 株

平成29年10月１日を効力発生日として、５株を１株とする株式併合を実施しております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと
仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数および期中平均株式数を算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(業績予想等の適切な利用に関する説明)

　業績予想等につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいて当社グループで判断したものであります。予想には様々な不確定要素が内在しており、実際
の業績等はこれらの予想数値と異なる場合があることをお含みおきください。（業績予想に関する事項につきましては、【添付資料】３ページ「１．当四半期決算に
関する定性的情報　（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照ください。）

(株式併合後の業績予想について)

　当社は、平成29年６月28日開催の第105回定時株主総会において、株式併合について可決を受け、平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式５株につ
き１株の割合をもって株式併合を実施しております。なお、株式併合を考慮しない場合と株式併合を考慮する場合の平成30年３月期の配当予想および連結業
績予想は以下のとおりです。

(1)平成30年３月期の配当（１株当たり配当金）

　 　　　　　　　　株式併合を考慮しない場合　株式併合を考慮する場合

　　 第２四半期末　　　　６円70銭（注）　　　　　　33円50銭

　　 期末（予想）　　　　　５円80銭　　　　　　　　　29円00銭

　 （注）第２四半期末の配当は、株式併合実施前の株式数に応じて支払われます。

(2)平成30年３月期の連結業績予想（１株当たり当期純利益）

　 　　　　　　　　株式併合を考慮しない場合　株式併合を考慮する場合　

　 通期　　　　　　　　　48円42銭　　　　　　　　　　　　 242円10銭



【添付資料】 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（1）経営成績に関する説明 

当第２四半期（平成29年4月1日～平成29年9月30日）におけるわが国経済は、各種政策の効果を背景

として、個人消費の持ち直しや企業収益の改善がみられるなど、景気は緩やかな回復基調で推移しま

した。一方、先行きにつきましては、米国の政策動向や中国をはじめとする新興国経済の減速懸念な

どによる海外経済の不確実性により、依然として不透明な状況にあります。 

特殊鋼業界におきましては、主要な向け先である自動車業界、産業機械業界の需要が旺盛であった

ことなどにより、特殊鋼鋼材の受注は引き続き堅調に推移しました。 

このような中、当社グループの当第２四半期の売上高は、販売数量が前年同期に比べて増加したこ

とや鉄スクラップサーチャージ制度適用による販売価格の改善などにより、前年同期比93億19百万円

増の760億54百万円となりました。経常利益につきましては、鉄スクラップ価格の上昇による減益要因

はありましたが、販売価格の改善や販売数量の増加、変動費コストダウンの実施、固定費の減少など

により、前年同期比17億50百万円増の65億7百万円、ＲＯＳ（売上高経常利益率）は8.6％（前年同期

は7.1％）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比11億13百万円増の

42億59百万円となりました。 

 

セグメント別の売上高および営業損益の状況は、次のとおりであります。なお、各セグメントの売

上高につきましては、セグメント間の内部売上高又は振替高が含まれております。 

（注）第１四半期より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同期比較については、前年同期の数値を変

更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。変更の詳細につきましては、「２．四半期連結財

務諸表及び主な注記 （3） 四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報）当第２四半期連結累計期

間」の「２．報告セグメントの変更等に関する事項」を参照ください。 

 

鋼材事業  

当第２四半期の売上高は、販売数量の増加や鉄スクラップサーチャージ制度適用による販売価格の

改善などにより、前年同期比77億25百万円増の684億38百万円となりました。営業利益は、鉄スクラッ

プ価格の上昇による減益要因はありましたが、販売価格の改善や販売数量の増加などにより、前年同

期比8億57百万円増の54億75百万円となりました。 

 

粉末事業  

当第２四半期の売上高は、自動車・産業機械分野向けの販売数量の増加などにより、前年同期比2億

29百万円増の23億87百万円となりました。営業利益は、第２粉末工場稼働開始に伴う減価償却費の増

加はありましたが、販売数量の増加や構成の改善などにより、前年同期比1億42百万円増の5億15百万

円となりました。 

 

素形材事業  

当第２四半期の売上高は、販売数量の増加や鉄スクラップサーチャージ制度適用による販売価格の

改善などにより、前年同期比18億59百万円増の88億97百万円となりました。営業利益は、鉄スクラッ

プ価格の上昇による減益要因はありましたが、販売数量の増加などにより、前年同期比2億69百万円増

の4億93百万円となりました。 
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その他  

子会社を通じて情報処理サービス等を行っており、当第２四半期の売上高は前年同期比31百万円減

の7億30百万円、営業利益は前年同期比17百万円減の1百万円となりました。 

 

（2）財政状態に関する説明 

当第２四半期末の総資産残高は、受取手形及び売掛金、たな卸資産の増加などにより、前期末比150

億58百万円増の1,985億2百万円となりました。 

負債残高は、借入金、支払手形及び買掛金の増加などにより、前期末比111億85百万円増の714億86

百万円となりました。 

純資産残高は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加などにより、前

期末比38億72百万円増の1,270億16百万円となりました。 

この結果、当第２四半期末におけるＤ／Ｅレシオ（純資産残高に対する有利子負債残高（現預金残

高控除後）の割合）は0.18（前期末は0.10）となりました。 

 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益（62億81百万円）、減価償却費（42億54百万円）に対し、売上債権の増加

（△111億34百万円）、たな卸資産の増加（△58億80百万円）、仕入債務の増加（31億34百万円）、法人

税等の支払（△18億40百万円）などにより、55億85百万円の支出（前年同期は83億53百万円の収入）と

なりました。なお、当第２四半期末日が銀行休日であったことによる影響を補正した後の営業活動によ

るキャッシュ・フローは約22億円の支出となります。 

 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

原価低減、既存設備の更新などを目的とする有形固定資産の取得による支出（△42億95百万円）など

により、43億79百万円の支出（前年同期比20億8百万円の支出減）となりました。 

 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

借入金の増加（80億18百万円）などにより、62億8百万円の収入（前年同期は24億29百万円の支出）と

なりました。 

 

これらにより、当第２四半期末における現金及び現金同等物の残高は、99億86百万円（前期末比35億

56百万円減）となりました。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

わが国の景気が緩やかな回復を続けていくことが期待される一方で、海外経済の不確実性の高まり

への懸念、特殊鋼業界における国際競争の激化、鉄スクラップや電極等の価格上昇懸念などもあり、

当社グループをとりまく事業環境は、引き続き楽観を許さない状況で推移するとみられます。 

こうした中、当社グループといたしましては、第10次中期経営計画「Sanyo Global Action 2019」

に掲げたとおり、経営理念『信頼の経営』のもと、生産構造改革の実行などにより事業基盤を強化す

ることで安定的な収益を確保できる盤石な企業体質を確立するとともに、技術先進性をさらに追求し、

「高信頼性鋼の山陽」のグローバルブランド化を推進することで、競合激化、原料・エネルギー価格
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の上昇等の厳しい経営環境においても、人・技術・利益の持続的成長を追求してまいります。 

なお、今後につきましては、需要環境は引き続き堅調に推移するとみられるものの、原燃料価格の

上昇や固定費の増加などが想定されるため、平成30年3月期の通期業績予想につきましては、平成29年

7月28日に公表させていただいた数値を据えおくことといたします。 

（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいて当社グループで判断したものであります。予想に

は、様々な不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があることをお含みおきく

ださい。 
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　(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

　　(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

  　(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

　　(セグメント情報）
　前第２四半期連結累計期間 (自 平成28年４月１日  至 平成28年９月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

「その他」の区分は、報告セグメントに含んでいない情報処理サービス事業等であります。

セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　当第２四半期連結累計期間 (自 平成29年４月１日  至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

「その他」の区分は、報告セグメントに含んでいない情報処理サービス事業等であります。

セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

(注)

2. セグメント利益の調整額△24百万円は、棚卸資産の調整額△26百万円およびセグメント間取引消去２百万円
であります。

1.

3.

報告セグメント その他
(注)1

合計

76,054 

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)3

鋼材 粉末 素形材 計

調整額
(注)2

 売上高

－ 

 売上高

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)3

鋼材 粉末 素形材

報告セグメント その他
(注)1

合計
調整額
(注)2計

外部顧客への売上高 57,501 2,158 7,038 66,697 37 66,735 － 66,735 

725 3,937 △3,937 － 

69,909 

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,212 － － 3,212 

計 60,713 2,158 7,038 

 セグメント利益

66,735 

4,617 372 223 5,214 

762 70,672 △3,937 

△24 18 5,232 5,208 

外部顧客への売上高 64,715 2,387 8,897 76,001 53 76,054 － 

76,054 

3,723 

計 68,438 2,387 8,897 

セグメント間の内部
売上高又は振替高

79,724 

5,475 

3,723 － － 

△4,400 

677 4,400 △4,400 

730 80,455 

第１四半期連結会計期間より、平成29年４月１日付で実施した組織改正に伴い、「特殊材」事業に
含めていた「特殊材料事業」および「金属粉末事業」のうち「特殊材料事業」を「鋼材」事業に含め
ることとし、従来の「特殊材」事業のセグメント名称を「粉末」事業に変更いたしました。

これにより、第１四半期連結会計期間より、「鋼材」事業、「粉末」事業、「素形材」事業の３区
分を報告セグメントとして開示しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作
成したものを開示しております。

3.

6,628 

(注) 1.

2. セグメント利益の調整額142百万円は、棚卸資産の調整額84百万円およびセグメント間取引消去58百万円で
あります。

6,484 515 493 1 6,485 142  セグメント利益

山陽特殊製鋼㈱（5481）平成３０年３月期第２四半期決算短信
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１．当第２四半期の業績と通期の予想

(単位：千ｔ、百万円、％)

当第２四半期 前第２四半期 増減 増減率 通期 前期 増減 増減率

（実績） （実績） （予想） （実績）

売上数量 528 493 35 7.1 1,056 1,013 43 4.3 

売上高 76,054 66,735 9,319 14.0 150,000 138,680 11,319 8.2 

営業利益 6,628 5,208 1,420 27.3 11,800 11,685 114 1.0 

経常利益 6,507 4,757 1,750 36.8 11,800 11,736 63 0.5 

(ＲＯＳ) (8.6) (7.1) (1.5) (7.9) (8.5) (△0.6)

親会社株主に帰属
する当期純利益

4,259 3,146 1,113 35.4 7,800 7,784 15 0.2 

設備投資 5,222 4,968 254 5.1 10,500 9,795 704 7.2 

減価償却費 4,254 4,368 △114 △2.6 9,000 9,098 △98 △1.1 

(注) 特別損失に投資有価証券評価損 488百万円を計上している。

２．当第２四半期の経常利益増減要因（対前年同期）

平成30年３月期 第２四半期決算発表

参考資料

（単位：億円）

１．販売価格・構成 37 １．原燃料価格 53 

２．販売数量 13 

３．為替変動（営業損益） 7 

４．固定費の減少 5 

５．変動費のコストダウン 5 

６．営業外損益等 3 

    計（Ａ） 70     計（Ｂ） 53 

    差引（Ａ）－（Ｂ） 17 

増  益  要  因 減  益  要  因

（参考）四半期業績推移 (単位：千ｔ、百万円、％)

4-6月期 7-9月期 10-12月期 1-3月期 通期 4-6月期 7-9月期

売上数量 249 244 257 263 1,013 270 258 

売上高 33,920 32,814 34,679 37,266 138,680 38,294 37,760 

営業利益 2,500 2,708 3,313 3,163 11,685 3,572 3,056 

経常利益 2,113 2,644 3,913 3,065 11,736 3,478 3,028 

(ＲＯＳ) (6.2) (8.1) (11.3) (8.2) (8.5) (9.1) (8.0)

親会社株主に帰属する
当期純利益

1,619 1,526 2,621 2,016 7,784 2,320 1,938 

平成29年3月期 平成30年3月期
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